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一
　
はじめに
論告求刑がはじまって一時間半になろうとしていた。一万五千字に及ぶ求刑文の朗読で杉本次席検事は被告に
対する「情状」についてこう述べた。「日本人の弾拾いが不法に演習場へ立ち入ったためにこの事件が起きた
････ 被告の犯行は偶然の累積によるも
のである」
ジラードの犯行に一定の理解を示した杉本ではあったが、 「しかし」と言葉を継いだ。「････ イタズラにしても被告が日本人弾拾いの人格を尊重していなかったこと、事件直後犯跡をかくそうとし
たこと、遺族に対する言動などからも真に改悛していると認められぬこと、などから被告の犯情は重い」
一九五七年八月二六日の初公判から二ヶ月余が経過し一一回目となったこの日、傍聴していた人たちの心の琴
線に触れる瞬間があった。「おびき寄せられて射殺された坂井なかは、死の寸前までこんな無惨な状態にいたろうとは知るよしもなく、幼い多くの子どもを残して空しく消えて行った彼女 一掬の涙を注がずにはお な
い
一」
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群馬の地元紙、上毛新聞はそれまで毎回、公判を傍聴してきた坂井なかさんの次女、佳代子のこのときの心境
を紹介している。「求刑がいいのか悪いのかわかりませんが、論告を聞いてジラードは殺人をおかしたんだとあらためて思った。情状のとき検事さんが
････ いたいけな幼児を残して死んだ被害者が母であったことを思うと涙を禁じえないって
言ったとき、うれし と悲しさで法廷にいられませんでし
た
二」
昭和三二年一〇月三一日、検察はジラードに対し、傷害致死の罪で五年を求刑し
た
三。
この章で、わたしは裁判の詳細を記すことはしない。なぜなら、判決は日米間の「できるだけ重くない刑」で
済ませるとの密約の影響を受けていたからであ
る
四。
では、こうした筋書きのある裁判について本編でなにを論ずるかについては つぎのように答え い。米軍の
占領以降、米兵による犯罪の被害にただただ「堪忍」を強いられてきた日本人にとって、米兵ジラードが日本の裁きの場に立つことはそれまで 者 ちの無念の一部でも晴 せる千載一遇のチャンスだった。その意味でこの 判が日本で開かれたことは裏取り引きの事情を知 ない当時の人びとにとってまさに光明であり、 れ故にそれはまた、人心を欺いたこと して重大な問題であったのだ
この事件を調べてきて起訴に関 て思うことだが、 「傷害致死罪」 の犯行を問うたこ 裁 はその
点では妥当だったと思う。法律が専門でないわたしには検察が論告で求めた五年の量刑の適否や懲役三年に四年の執行猶予がついた判決 妥当性は分からないのだが。
本稿でわたしは、被害者となった坂井なかさんの最期の瞬間がど ようなことだったのかを示したい。それに
ついては、ジラードと共に監視の任務につき坂井なかさん 死亡時に現場にい ニクル三等特技兵の証言を提示
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する。米軍という組織に属し、同僚の起こした事件を間近で目撃したニクルはともすれば被害者側に偏る日本人弾拾いの証人たちとは一線を画す立場にあり、その証言は裁判のなかでもっとも注目を集めた。ニクルはジラードの射撃行為と公務との関係性 、さらにはジラード 人間像を語っている。本編の後半では、関係者へのインタビューで確認された事件に する新らたな真相と、事件および判決に対する日本の世論の反応を記して、結びとする。二
　
公判はじまる
初公判の日が近づくと前橋には大勢の報道関係者たちが押し寄せた。手帳にエンピツを滑らせて取材する新聞
記者たちのほかに録音・録画の機器を引き回すラジオ、テレビのクルーたち、さらに装備においては特段に大きな機材で映像を撮るニュース映画のスタッフたちの動き回る姿が人目を引いた。こうした多様な報道陣のなかでもひと際、目立ったのは百人 超えるアメリカをはじめとする海外メディア関係の、図抜けて大きな男たちの存在だった。この米兵裁判は当事国であるアメリカはもとより、駐留米軍兵士の刑事裁判権について共通の問題を抱えるＮＡＴＯ諸国やアジアの国々からも大きな関心が寄せ れ
た
五。
裁判所周辺の商店などは仮の仕事場を求めるこうした外国人たち
によって、 高値で借り上げられた。店内の商品は急きょ、 片付 られ、
前橋地裁付近の旅館で原稿作りに忙しい
ユカタ姿の外国人記者たち
（読売新聞、昭和三二年八月二五日、朝刊）
三
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空いたスペースに机が設えられると、開け放たれた玄関戸の向こうからは聞き慣れないタイプライターの忙しない音が通りに響いた。市内の旅館も海外からの珍客でうまった。見たこともないハンディトーキーを使って路上で話す外国人たちの姿はこの裁判が並外れて異例な出来事なのだという印象を強くさせ
た
六。
初公判の日の前夜、裁判所の周りに人の列がつくられた。一般人に
割り当てられた三五の傍聴席を求めて集まった人の群 は社会党系の労組関係の人たちやアルバイト 雇われた学生たちなどで、その数は抽選がはじまる翌朝には三六〇人ほどに増えてい 。午前一〇時の開廷直前になると、二千円の高値で当たり券 売るダフ屋まで現れたとい
う
七。
上空には何機ものヘリコプターが大きなプロベラ音を轟かせながら
飛び交った。高揚感 否が応にも増すなか、今度は遠くからオートバイのエンジン音が近づいて来た。それが爆音となって周辺 響き渡ると、白バイと警察車両に先導され 米軍の車列が前橋地方裁判所前通りに現れ、そのまま裁判所の門を通 抜けて敷地内に入って行った。M
ilitary P
olice と書かれた白と茶の大きなセダン車からはジラードが
米軍関係者二名に付き添われな ら出てき、三人は中庭を横切 建物の中に消えていった。開廷一時間前の午前九時ちょうどだっ
た
八。
（アサヒグラフ、昭和三二年九月八日、四頁）
報道陣や群衆の人垣をぬってジラードを乗せた車が正門を入る
　
米軍の要請で武装警官や地裁警備員な
ど六十人が警戒に当った
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四
多くの日本人が待ち望んだ米兵を裁く公判の幕が切って落とさ
れようとしていた。一九五七年八月二六日のことだった。
ジラードの弁護人を務めたのはのちに日弁連の会長となる林逸
郎である。戦前の血盟団事件や五・一五事件の弁護を担当した林は戦後の東京裁判では日本人弁護団のスポークスマンとなり、また後年、右翼の大物となるＡ級戦犯、橋本欣 郎の主任 士を務め 人物である。ジラードを弁護する経緯を林は、日本人を交通事故死させたジラードの友人、ギリー三等特技兵を執行猶予にした関係からとしていた。そ 林はこの裁判に特別な意義を見出してい 。それは日本の裁判を「イヌ、ネコ 」と愚弄したア
メリカにその近代性を示し一矢報いることである。彼を主任とする三人の弁護団のなかに三文字正平という人物がいた。七人のＡ級戦犯の遺骨の一部をＧＨＱの監視の目 盗んで回収し、一九五二年のサンフランシスコ講和条約の締結に合わせて、 「殉国七士の墓」を林逸郎とともに建立したのだとい
う
九。
三名の裁判官の長となった河内雄三は戦時中、民間の判事としてインドネシアで勤務した。東京に家族を残し
前橋では単身生活。彼のところには激励と共に厳罰 つよく望む手紙が寄せられた。そうした郵便物のなかには、「オレを懲役一〇ヶ月にしたんだから、ジラードをオレより軽くすると承知しねえぞ」の脅迫文も混じっていたという。この裁判がはじまる前、河内は、 「事件として別に難しいこ はない」と忌憚のな 感想を述べていた。お天気屋で気むずかしい性格と評された河内は後年、法廷での行き過ぎた言動から弾劾にあってい
る一〇
。
法廷に入るジラード
㊧からキール在日米軍連絡将校、
ジラード被告、弁護人レビン少佐
（上毛新聞、昭和三二年八月二六日、朝刊）
五
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検察官の身元についてはあまり資料がない。三人の担当検事のひとりである小縄快郎は事件の捜査の早い段階
から群馬県警と行動を共にした。アメリカの新聞に小縄のことが少し載っている。歳は三五才で野球好き。前号で紹介した前橋の「ウォルター・マッケンジー事件」を担当し、その名を知られたと紹介された。毎日新聞が一九九四年に「ジラード事件」を特集したとき、小縄はインタビューで、 「執行猶予付きの判決は軽すぎる」との世間の評価について問われると、 「どこに出しても恥ずかしくない裁判を終えた」と答えていた。そして裁判権 引き替えに日本が減刑を約束したとの疑惑 つい は、「全く考えられないこと」と言って、きっぱりと否定し
た一一
。
　国の内外から、それまでにないほどに注目を集めたこの裁判では、公判の進行に支障があってはならないと
過剰とも思われる配慮がなされ、高額な備品が購入さ た。たとえばテープレコーダーである。当時 大卒の初任給が約一万円のとき、その価格は二〇万円を超えた いう。録音に使う の代金が一本、二千円 五〇本、仕入れたそうだ。わずか三八坪の夏場の法廷 百人近い人たちが入ることから、一台二万数千円もした扇風機が三台、天井に吊るされた。そのほか、手動 活写版では間に合わないだろう 電動印刷機が用意され、日本語訳と英語訳の通訳が各二名ずつ、 して法廷内外 要所 は十分すぎる数の警備員が配備された。昭和三二年一一月一九日の判決の日まで都合一三回 公判と三回 実地検証を重ねることとな 「ジラ ド裁判」には、総額でおよそ五〇〇万円もの費用がかかったとい
う一二
。
初日の公判は前橋地方裁判所の第一法廷で午前一〇時を少し過ぎて開始された。黒い法衣を着た三名の裁判官
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六
の中央に河内が座り、左右前方には検察官と弁護人が各三名ずつ並んだ。ジラードは糊の利いたカーキー色のユニフォームで身を包み、傍らには第一騎兵師団特別弁護人のレビン少佐が付き添った。満席となった狭い廷内は びとの息吹で蒸しかえるように暑い。傍聴席は白い開襟シャツ姿が目立つ日本人たちと数ではそれを上回る外国人たちで占められた。これら外国 たちは在日米軍の高官や米兵の裁判を見届けるためにアメリカ本国から送り込まれた人たちや海外通信社の記者たちだった。公判は人定尋問、検察官による起訴状朗読、
被告人の罪状認否とつづき、弁護人の答弁へとすすんでいっ
た一三
。
起訴状の朗読で小縄検事は、ジラードが薬キョウを投げ弾拾いたちを誘き寄せたうえで発砲しなかさんを死亡
させた行為は公務外の犯行であり、傷害致死罪に当たると訴えた。これに対してジラードはつぎのように反論した。「起訴事実は正しくない。まず私は薬キョウをまいたり、人をおびき寄せたりしていない。誰かを撃つつもりなどなかった。私はただ自分の任務で機関銃の警備をしており脅か つもりで頭上 向け 撃っただけだ。ひとを傷つけるつもりはなかった」と一四
。
（上毛新聞、昭和三二年八月二三日、朝刊）
七
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弁護人、林はジラードの発砲を公務による行為であると主張した。上官の命令で被告人ジラードは演習場に侵
入していた日本人弾拾いたちを銃の大きな発射音で威嚇し、立ち退かせるつもりだった、と。しかし、その銃撃は予期に反して被害者を死亡させる結果となったとして、不測の過失であると主張した。そう述べた林は唐突にも、当裁判の無効を訴えたのである。ジラードの事件が公務中のことであり、アメリカ側は裁判権を執行しないとしたが放棄まではしていないことから、本裁判は成立しないと強弁し
た一五
。
林と検事とのあいだでこの点に関して激論が交わされ、裁判長、河内は公判審理の過程でこ 件を判断すると
して議論を預かり、裁判の継続を告げ
た一六
。
こうして初日の公判が終わった。茹だるような暑さの法廷からつぎつぎと傍聴人たちが出てくるなか、ＡＰ通
信とＵＰ通信の外国人記者たちが駆け寄った人物は在郷軍人会（
A
m
erican L
egion ）から派遣されたアルビン・
Ｍ． オーズリー（
A
lvin M
.O
w
sley ）だった。裁判について感想を求められたオーズリーは、
「法廷に威厳がある。裁判長も一般傍聴人の態度も秩序正しい」と述べ、好印象を語っ
た一七
。
アメリカで最大の退役軍人の組織である在郷軍人会は海外で起こる米兵 事件については、アメリカの専権的
な裁判権を主張しており、ジラ ドを日本の司法には渡さないとして大統領アイゼンハワーにまで、圧力をかけた団体だった。弁護士出身で同軍人会 創生期 中心メンバーであるオーズリーは、フランクリン・ルーズベルト政権下でルーマニアやアイルランド、デンマークで駐在大使を務め 経験をもっていた。
被告人ジラードの立会人として同会の依頼で来 したオーズリーは、裁判前にジラードと面会して る。その
ときの印象を、 「
････ 非常に好感がもてた
････ 話すときは青い目でまっすぐに鋭く見つめる
････ 非常に礼儀正し
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八
い」と親愛の情を込めて称えてい
た一八
。そして日本の裁判については、 「刑事事件において、わずか三人の裁判官
が証拠を判断するような裁判でいったい被告が陪審員制度と同じように公正な裁きを受けられるのか見極めてみたい」と不信感を露に
し一九
、 「
･･･ ジラードは一人ではない。アメリカと共にある。ジラードのみが裁きを受けるの
ではな 。日本の裁判も裁きを受けるのだ。陪審員のいない法廷で日本の三人の判事の責任は重い」と、アメリカで低級と見なされている日本の司法制度をつよく牽制し、米兵からアメリカの裁判を受ける権利を剥奪する日米行政協定を憲法違反と批判してい
た二〇
。
ところが、初公判を傍聴したオーズリーは別人であるかのように日本の裁判を褒め上げた。弁護人が公訴棄却
を主張したことに触れ、「裁判権問題をこの法廷で扱うべきとの弁護人林の主張は実にすばらしいものだった。どの国の裁判と比較しても有能ですばらしかった」そして、「アメリカより被告人に自由が与えられている」
と、最上級の称賛を送っ
た二一
。
ジラードの立会人には在日米軍の将官や法務担当官のほかにアメリカ上
院から派遣された司法委員会首席顧問のチャールス・スレイマン（
C
harles 
Slaym
an ）がいて、彼も公判の印象を「公平、厳粛」と称え
た二二
。
二回目の公判は九月六日に開かれた。前夜から台風の影響で雨が降ったこと
もあって、前回に比べ傍聴を希望する人の数は減ったが、それでも一六九人が
（上毛新聞、昭和三二年
九月五日、朝刊）
ニクル三等特技兵
九
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列をつくっ
た二三
。翌七日、そして八日の両日には実地検証が予定されてい
たが、悪天候のために両日ともに中止となった。天気は回復せず延期がつづいて九月二四日になって漸く関係者たちは事件現場の物見塚に集合し
た二四
。この日、注目を集めたのはジラードと共に機関銃類の監視を命じ
られたビクター・ニクルの証言だった。
　
ジラードには不利となるニクル証言の一部は、本国アメリカの最高裁
の公聴会ですでに公表されてい
た二五
。当初、群馬県警の事情聴取でニクル
は上官メイホン同様 事件については「知らない」 言って協力を拒んだ。彼はまた事件直後、同僚のジラードを庇って銃撃の距離を長く見せるために機関銃を被害者から何メ トルか後方へ移動してもい
た二六
。その
ニクルが「真実」を語るようになっ 理由 こう述べている。
「もしも私が（事件を）目撃したと言ったら、彼をがっかりさせるだろうと思ったので嘘をついた。キャンプ・ドルー（大泉基地）に行くと捜査官にいろいろなアドバイスを受けた。で、真実を言うことに決めた。他の理由は、私が見張りをしていたなど その捜査官にジラードが言ったからであ
る二七
」 。
自分を共犯者であるかのように供述したジラードに疑念をもったニクルは、この同僚の犯行を正直に明かす決
心をしたという。彼はまた、アメリカ本国でジラードがヒーローに祭り上げられる様子を聞くに及んで、「…ジラードが事件を起こした行為に反して英雄化されたことは正義でない」と、同僚への不快感をもったのであ
る二八
。
九月二四日の現場検証で事件時の様子を尋ねられたニクルは、男（小野関英治）に向け一発目を撃ったジラー
実地検証風景－右からジラード被告　レビン少佐
一人おいて河内裁判長（麥ワラ帽）杉本次席検事
（上毛新聞、昭和三二年九月二五日、朝刊）
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一〇
ドは、つぎになかさんを追って約一七メートルの距離から二発目を撃った。その様子はまるで冗談のようだった、と語った。ジラードの射 姿勢を聞かれて、 「肩に銃を当てた立ち姿」 答えると、回りにいた人びとから動揺の声がもれ
た二九
。狙って撃ったことを想像さ
せるその射撃姿勢の証言は、弁護側が主張する偶発的な過失を真っ向から否定す 内容だった。さらにニクルは事件が休憩中の出来事だったと言って、公務との関係を否定し
た三〇
。ただし、この
公務か否かについて彼はのちの証言で、「機関銃を見て休憩しろと言われた」と、半ば休みながら日本人を見張るよう命じられたと言い直してい
る三一
。
ジラードの射撃時の様子については異なる証言がほかの目撃者たちから
寄せられ、ニクルの証言もそうしたもの ひとつとして扱われ
た三二
。
林弁護人はジラードに不利な証言をするニクルについて、同僚のジラー
ドが事件によって本国アメリカで英雄のように扱われる様子にジェラシーをもったとして、その信憑性を否定し
た三三
。
（アサヒグラフ、昭和三二年一〇月一三日、二九頁）
（アサヒグラフ、昭和三二年一〇月一三日、二八頁）
ニクル（○印）は検事の尋問、弁護人の反対尋問、裁判長の補充尋問にすらすら答えジラード（×印）をハラハラさせた
ライフルを構えるジラード
一一
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一〇月五日に開かれた第六回公判に出廷したニクルは事件の細部を問われ答えている。機関銃類の見張りの任
務では近くで休憩をとる日本人たちの動向に不安はなく、彼らを威嚇する必要はなかったと当時をふり返り、ジラードによる発砲の正当性を否定し 。被害者の坂井なかさんが撃たれ死亡したときの被告人の様子 尋ねられると、ジラードは青ざめた顔をして狼狽し、ニクルに向かって、「銃の発射音はなかった、薬キョウはまかなかった」と、事件との関わりを否定する供述に協力を求めた。そうかと思えば、
　
「銃撃は腰だめだった」と、みずからの射撃が狙い撃ちではないとする偽証を依頼してきたとい
う三四
。事件直後の、こうした言動の矛盾
と支離滅裂さはパニックに陥ったジラード 様子 却ってリアルに映し出すもので 現場の状況にいっそうの現実味を与える。
検察側のもう一人の重要証人でジラードから銃撃を受けた小野関英治は、坂井なかさんが撃たれたときの様子
について、ジラードは立った姿勢で銃を深く抱え込み約八メートルの至近距離から銃撃したと証言し
た三五
。因みに
ジラード自身は銃撃については銃を腰に構え二五・七メートルから撃 たと主張したが、彼の示した位置からは被害者への銃撃は無理と判明し
た三六
。
それまでの証言から明らかになったことのひ つは、薬キョウを弾拾い ちに撒いたのはニクルひとりの行為
だったことである。裁判前の報道や米国防総省主席法律顧問のデチャ トが提出 た刑事裁判権分科会の資料などで、ジラードも薬キョウを撒いて日本人を近くに誘いそして発砲したと報じられ、ま 日本の捜査でも日米間の刑事裁判権分科会でも薬キョウを が撒い と広く信じられてい 。それゆえ 公務 はいっさい無関係な殺人行為としてこの事件 イメージができ上 った経緯がある。公判での証言からはジラードが薬キョウを
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撒いたとの証言はなく、それはニクルひとりの行為であったことが確認された。因みに薬キョウを撒いた動機をニクルは弾拾いがそれを拾う様子が面白かったからと言ってい
る三七
。
こうした供述とは別に、新たな事実が論議となった。事件当日、現場である物見塚から二〇〇メートルほど離
れ演習ルート上にあった天神山という丘で、三人の弾拾いが身辺にジラードから薬キョウの射撃を受けたというの
だ三八
。周りにいる同僚兵士たちが空砲を撃ち鳴らして訓練するなか、ジラードは日本人たちに向け薬キョウを発
射していたという。
天神山で発砲された三人のなかに金井という男がいた。彼は知り合いの楢原が事件が起こ 少し前の物見塚で、
ジラードらしい兵士に追いかけられ足を取ら て地面に転げて逃げ惑う様を目撃した。そのとき周辺にいた他の米兵たちは大笑いしていたそう
だ三九
。
弾拾いという非現実的な空間である種、日本人と米兵の、無言のうちに申し合わされた「馴れ合い」のような
関係があったことを窺わせ興味深い。お人好しで同僚たちから笑いを取ることに無上のよろこびと自らの存在を感じるようなと ろのあるジラードが、つい調子に乗って「馴れ合い」の申し合わせ 領域を大きく踏み外し、日本人を相手に危険な遊戯を繰り広げた結果が今回の事件となった可能性 想っ みた。三
　
事件と判決とその評価
以上のことを勘案し、判決文で記された殺害の状況を検察と弁護側のそれぞれの主張を交えて坂井なかさんの
最期を綴ってみたい。
　
一三
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事件の日の一月三〇日午前八時半ごろ、第八騎兵連隊の第二大隊に所属するＦ中隊の兵士三〇余名は相馬ヶ原
演習場に集まり、ライフル銃と軽機関銃を使って実弾を撃ちながら御岳山から天神山をへて終着地点の物見塚を目指した。相馬ヶ原には弾拾いの立ち入りを処罰する法はなく、この日は六〇，七〇人の日本人たちが実弾を撃つ兵士たちに付いて回り、銃器から飛び散る真ちゅう製の薬キョウなどを拾っていた。ある者は機関銃のそばに
群がり、またある者は敵兵線の前へ出るなどしたため、危険と判断した中隊長は演習を実包から空包へと切り替えたのである。
昼食を済ませた中隊では午後一二時半すぎ兵士たちを攻守の二班
に分け、メイホン少尉が指揮する小隊は御岳山から進行し、守備班が陣取る物見塚を目指した。この小隊にいたジラードは途中の天神山で三名の弾拾い ちの身辺に向けて空薬キョウを発砲したようである。この日 演習でジラード 自分の銃が故障したため副分隊長からグリネード・ランチャー付きのライフル を貸し与えられていた。本来ならば上官はこうした場合、グリネード・ランチャーを取りはずして渡さね ならなかったのだ 。
メイホン小隊が物見塚に到着して、攻守の交替が行われた。今度
は守備側となって物見塚に残ったメイホン班は、攻撃側が御岳山ら攻めてくるまでの時間を小休止に当てた。物見塚は小さな北 斜面に比べ、南側は広く開けている。ただ山自体が小さいため南斜面でも裾野から頂上まで 精々四〇，五〇メートル足らずである。東
（上毛新聞、昭和三二年九月二三日、朝刊）
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西に頂があって、西の頂から東に下る稜線は一〇メートルの高低差で伸びている。
事件当時、この東西の峰をむすぶ尾根のほぼ中央に軽機関銃が一挺、据えてあった。近くには兵士たちが脱い
だフィールド・ジャケットが地面に乱雑に放置されていた。東峰の東斜面にはメイホンの兵士らが思い思いの格好で体を休めていた。たまたまそばにいたジラードとニクルはメイホンに機関銃と装備品を監視するよう命じられた。河内の判決文によれば、「休憩を兼ねながら右軽機関銃の警備の任についた」とあり、任務に服しつつも半ば他 兵士たち同様に休息をとったのである。日本人弾拾いたちは米兵たちのいる東峰を避けるよう 一定の距離を置いて銘々に散らばり こちらも休憩し
ていた。上官からの命令を受けたニクルとジラードは機関銃の近くへ移動し、大砲の着弾でできたフォックス・ホールと呼ばれる窪地 中 身体を休めた。
間もなくしてニクルは近くに落ちていた薬キョウを拾い集めると、南側の斜面に放りはじめた。周辺にいた弾
拾いたちはそれに鋭く反応して投げられた薬キョウを拾 た。弾拾いたちが近寄り拾う様子が面白くて、ニクルは何回も薬キョウを投げたという。するとジラ ドがニクルに向かって自分 にも薬キョウを撒くよう告げた。
そうして投げられた薬キョウに反応したのが西峰に 小野関英治と機関銃の北側にいた坂井なかさんだっ
目のあった両名に向かってジラードは、「パパさん、ママさん、ダイジョウブ」と呼びかけた。ふたりが近づくとジラードは、なかさんに向かって、
一五
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「ママさん、タクサン、ブラス、ステイ（ステイとはブロークンな表現で
＜～がある
＜ の意味である） 」
と言って窪地の中へと誘った。小野関も窪地に入ろうと走ったがなかさんの方が先に穴の中に飛び込んだ。す
るとジラードは突然、銃撃の準備をして小野関の方に銃口を向けた。その様子を視野に捉えた小野関は慌ててもといた西峰に向かって逃げた。二〇メートルほど走ったときジラードの撃った弾は足元すれすれに着弾し、小野関はそのまま走り去ったのである それからジラードは、窪地の中にいるなかさんに向かって、「
G
et out of here 」
と怒鳴り近づいて行った。恐ろしさからなかさんは窪地から這い出て、北西の方向に逃げようとした。ジラー
ドの発砲した薬キョウはおよそ一〇メートル先 なかさんの背中に命中したのであ
る四〇
。
ある新聞は傷害致死罪の判決では実刑三年が平均であると報じ
た四一
。多くの日本人は一〇月三一日に検察の求め
た五年の実刑を強く望んだ ずである。一一月五日、弁護側は最終弁論を行った。林が初公判で主張した公訴棄却は認められるはずもなく、弁護の力点は公務中の過失とする無罪の主張に置かれ は被告人ジラードが弾拾いたちを誘き寄せることは ておらず、機関銃類を監視する命令に従って、不法に侵入した弾拾いたちに威嚇目的で撃った薬キョウが誤って被害者を死亡させたと弁論し
た四二
。
判決について、法律の専門家たちはおおよそ、つぎのような予測をたてていた。
＊誘き寄せて撃ったとの検察の主張が認められれば、五年もしくは四年の懲役＊弁護側の主張する威嚇射撃を認めた場合、三年か二年 懲役＊弾拾いたち 不法侵入を重くみれば、三年以下の懲役に執行猶がつく
どの予想も傷害致死罪を前提としていた。公判で語られた証言と実地検証の結果 総合すれば、弁護側が主張
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した過失致死を支持する見解はなかっ
た四三
。
ジラードの裁判が終審を迎えるおよそ八ヶ月前、仙台市の地方裁判所で興味深い判決があった。脱走した米兵
と街娼が起こした一連の事件で、日本の裁判所がはじめて米兵に対し死刑判決を下したのである。しかも検察が求刑した無期懲役を退けて 異例の判断だった。ジラードに求刑された五年の実刑 上回る懲役刑を期待した日本人もいたかも知れな
い四四
。
　一一月一九日、一三回目の公判となる判決の日、傍聴しようと並んだ
人の数は五九人だったそうだ。初公判のお祭り騒ぎのような異常な熱気は冷め、どちらかと言えば中だるみの否めない一連の裁 とな
被告席のジラードに裁判長の河内は起立を求めた。立ち上がったジラ
ードの膝は小刻みに震えた。着席を促され ジラードは相変わらず落ちつかない様子で時折、空咳などして間 もたせ
た四五
。河内はこの日の判決
では主文をあとに回し ジラードの略歴を読みはじめ、相馬ヶ原演習場における米軍の演習と日本人による弾拾いの慣行に触 、事件当日 状況を詳細に語った。そして初公判のとき弁護人、林逸郎から出された公訴棄却の訴え いて、合衆国がこれを執行しない場合、事件が公務か否かにかかわらず、日本が裁判権を行使することに疑義は生じないとて、その請求を退けた。
そうして、河内は犯罪事実で検察の主張をほぼ採用し、被害者を誘き
（アサヒグラフ、昭和三二年一二月一日、七頁）
判決文を読む河内裁判官（○印）を見上げるジラード被告（×印）
一七
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寄せ発砲したジラードの行為は機関銃類を監視する任務とは無関係の「公務外」のこととした。
情状について、立ち入り禁止の禁をおかして演習中の場内に侵入し、利欲のために思い思いに行動する弾拾
いたちに一端の責任があるとした。貸与されたグリネード・ランチャー付きのライフルに触れ、 「…通常分隊長、副分隊長のみが所持し、兵卒の所持しない手りゅう弾発射装置が装着されたままであったことから この武器が被告人をして稚気を起こさせ、本件を偶発した」とジラードの幼児性を強調し あと、日本人弾拾いたちと悪ふざけする一部の兵士たちの行動が節度を起こえた めに事件は起きたと述べた。そして、 …一兵卒に過ぎない思慮の未熟な被告人のみに本件事件の全責任を負わせることは相当ではない」 と、 ジラードに一定の配慮を示した。
被告人が弾拾いをとくに蔑視して たということはなく、また事件直後のジラードの狼狽ぶりから、被害者な
かさんの身体を狙って発砲したという証拠はないとして、検察の主張の一部を退けた。検察は論告求刑でジラードは殺意をもたなかったにせよ、い ずらで被害者の身体 一部に命中させようとして射撃したと主張していた。そして河内は被告が前非を悔い再犯 恐れもないとして、ジラードに三年の懲役、四年の執行猶予の判決を言い渡し
た四六
。
現場の写真を見ていただきたい。ジラードが５の地点から６にいたなかさんに発砲し ことになる。わたしは
前出の検死医、芹沢憲一氏から発射された薬キョウとなかさん 死因について興味深 話しを聞いた。ジラードの撃った薬キョウは直径、約一〇ミリの平らな底部 先端にして か んの左背部から体内に入り、第七肋間を通過し心臓の上部から出る下状大動脈を破損させて、なかさんを出血死させ 。芹沢氏は薬キョウ 底部の直径とほぼ同じ幅の肋間を薬キョウが通り抜けたこと 、「あり得ないことだ」
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と言った。尖った先端が通過
したのではない。薬キョウの平らな底部がほんのわずかでも肋骨に触れていれば、「薬キョウは傾き上下いずれかの肋骨に当たり、あのようにまっすぐ 間を通過することなく、致命傷とならなかっ かも知れない」と芹沢氏は言っ
た四七
。
実は発射される薬キョウにつ
いては群馬県の地元紙、上毛新聞がその特性を物語る興味深い実験データを報じていた。射撃の正確さを測るのに、黒点を記した的に八メートルの距離から薬キョウを複数回、発射すると黒点を三ミリから九ミリ外れたという。つぎに薬キョウがどのような角度で的 当たるかを六回 試射で測定した ころ、板の面に直角に当たっのが一回、四五度位が四回、真横が一回だった。因みに真横以外は厚さ一九ミリの板を貫通したとい
う四八
。
坂井なかさんの背中に命中した薬キョウが肋間を通り抜け、心臓周辺に至ることは薬キョウの形状と飛ぶ性質
からして困難なことが分かる。しかも、現場写真 ５か ６には傾斜があるだけ なく、米軍の凄まじ 砲撃演習の標的とされた物見塚の地表はオウトツがはげしそうだ。 さん 背中に薬キョウは限りなく九〇度に近い角度で入射しなけ ばならない。足場の悪い斜面を逃げるなかさんの身体は前後左右、上下に大きく揺れたに違
ジラード事件の現場
１．同僚の兵士の位置
２．機関銃座
３．ジラードの位置
４．薬キョウをばらまいた位置
５．ジラードが発砲した位置
６．坂井さんが撃たれた位置
７．坂井さんが倒れた位置
８．日本人の証人が目撃した位置
（写真：共同通信社）
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いない。しかし、その一瞬、ジラードの撃った薬キョウとなかさんの身体は直角になったのである。
ジラードは射撃を得意とした。アメリカ陸軍では射撃の腕前で平均レベルの兵士を
M
arksm
an と呼び、それよ
りも上のランクを
Sharpshooter 、最上級者を
E
xpert と表している。ジラードはライフル銃でシャープシュータ
ーを、ハンドガ では二度エキスパートを記録してい
た四九
。そのジラードが不慣れなグリネード・ランチャー付き
のライフルを使用したと いえ、なかさんの頭上遠くを威嚇目的で撃ち、誤って射殺させてしまったという言い訳は通らない。
おそらく、ジラードはなかさんの身辺のすれすれか、もしくは検察の主張した身体の一部に当てるつもりで撃
ったのではなかったか。自分たちが訓練する現場に、弾 拾いにやってくる日本人たちに、よしんば強い人種偏見をも なかったにしろ蔑み疎んじる気持ちはあったであろう。二十歳そこそこの、思慮を欠いた駐留米兵ジラードは抑えの利 ない、いたずら心から、度を超 た遊びに浸り、取り返しのつかない悪事を引き起こした である。
終審して執行猶予付きの判決について問われた小縄検事は、 「検察の主張はほとんど全面的に通った。これは
事実を事実として認められ というふうに考えている。ただ量刑については必ずしも満足とは言えないが
････ 」
と答える一方、控訴に関しては、 「慎重に協議する」と言うに どめた。上告しても重い量刑 期待できないとした検察は控訴を見合わせ、一二月三日に刑は確定され
た五〇
。一方、弁護人の林は、 「…裁判が公正であるという
点では、まったく満足すべきもので、全世界に知らしめることができ 。これは米軍 在郷軍人代表など米国関係者も感心したので、裏付けられる」と 「イヌ、ネコ裁判」の汚名を返上できたとし 満足し
た五一
。裁判官、河
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内は前例のない裁判で苦労したが責務を果たして肩の荷を下ろすことができたと、こちらも満足の意を表し
た五二
。
ジラードにとって執行猶予は日本の地を離れてしまえば無罪も同然。検察の控訴期限が過ぎるのを待ったジラ
ードは新妻の末山ハルと共に一二月六日、横浜港から米船に乗って本国へ向け出航した。
ワシントンではダレス国務長官が、 「ジラード事件に関する日本の裁判の判決は、非常に公正な裁決が行われ
たことを示すものと思う」と満足の意を表明し
た五三
。判決について、 外国の報道陣は一様に「公平」もしくは「寛
大」と評価し
た五四
。
そうした感想の中で、朝日新聞が紙面を割いて取り上げたアメリカ人記者の寄稿文は「他者視点」による裁
判の姿を語るものとして興味深い。「無知な一人の米兵とその日本人の妻、貧しさから死に追い込まれた日本の農婦、これらをめぐるあわれな物語はついに終わった」と、事件を総括したのはＮＡＮＡ通信のレイ・ホークという記者だった。ホークは日本の裁判 様子をつぎの
ようにまとめた。
―
アメリカ人は日本の裁判についてかなり心配したが、判決は寛大で公平だった。裁判が
すすみ、ジラードがなにをしたか明らかになると、アメリカでは事件への興味は薄れていっ 。裁判を担う検事や弁護士が陪審員にアピールするアメリカ 裁判官にだけ主張する日本とでは、公判の様子はずいぶんと違 た。アメリカの法廷は傍聴席も含めて騒がしいのに対して日本では静かだった。全般的に弁護側の雄弁が勝り、一方、検察の問いかけには不明瞭なところがあ
―
。
河内裁判長についてはジラードへの気配りが印象的で、 「これからまじめな人になるように」 ことば掛けは
まるで父親のようだった、という。一方で一部の日本人たち 対して河内は苛立ちを露わにした。
実は、河内の言動がアメリカ寄りだったとの批判は報道の端々で窺えた。被告人ジラードに対する丁寧さに比
二一
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べ、日本人が、ときにあやふやな証言をすることに対しては威圧的な態度でその非を咎めたとい
う五五
。
粛々とすすめられる日本の裁判でレイ・ホークがもっとも印
象に残ったのは、事件の日、母である坂井なかさんと一緒に相馬ヶ原 弾拾いに出ていた長男の坂井愛生の証言時のこ だった。「・ ・ ・言葉を詰まらせたときその妹の佳代子が傍聴席から『わたしに言わせてください』と立ち上がったときだっ 。静止され座り直した彼女はハンカチを目に当てすすり泣いていた い
っぱい言いたいことがあったんだろう。東京で裁縫の勉強を断念した。いちばん母思いだったのかも知れない」
アメリカの裁判に比べて常に厳粛で秩序正しい法廷にあって、次女、佳代子のこの場面はもしかしたら、そこ
にいる人間の感情の発露があった、唯一の瞬間だったのかも知れな
い五六
。
終審の日、佳代子は社会党の茜久保重光議員と共に法廷にいた。判決を聞いて退廷した佳代子はインタビュー
に答えて、「執行猶予がついたことは無罪と同じです。これでは罪の償いはできないと思います。法廷では（ジラードが）真実を語ったとは思えません。死んだ母 ま く可哀そうです」と不条理な審判への、やり場のない心境を語った。父の秋吉はこの日、姿を見せなかっ
た五七
。
日本の新聞は執行猶予を蛇足とみて、米兵犯罪の抑止に妨げになりはしないかと疑問を呈したが、批判の材
料として積極的に扱わなかった。むしろ日本の司法の良質な実体をこの裁判が海外に広く知らしめたとして、各
被害者の次女坂井佳代子さん
（アサヒグラフ、昭和三二年
一二月一日、七頁）
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紙ともその意義を提唱したことには少々、違和感をも
つ五八
。ただ当時の時代感覚を想像するに、日本の司法を「野
蛮」としたアメリカにジラード裁判で一矢報いたという思いが紙面に表れたのではなかったか。
多くの日本人はジラードに懲役刑を望んだ。 「遊び」という以外に言いようのない犯行動機で日本人が射殺さ
れた事件である。米兵犯罪に昔年の恨みを抱えてきた日本人一般の感情としては、加害者を日本の「豚箱」に放り込み かった。また将来、必ずや起こるであろう米兵による犯罪で、日本人の命や人権を軽視する風潮がこの執行猶予付きの判決でさらに強まりはしないかと危ぶんだ。かりに被害と加害の相身互いとするならば、せめて三年ぐらいの実刑を科したかった。新聞の投書では、 「判決には納得できない」 、 「驚くべき寛大な判決」 さらに「裁判さえもおもねる日本に正義はあるのか」の批判が見受けられ
た五九
。
そうした批判のなかで共産党機関紙「アカハタ」 、ある識者の弁が載った。在日一世の著名な文学者、金達
寿は裁判長、河内が日本人弾拾いの証人 ち ときに曖昧な物言いに対して厳しく叱責しておきながら被告人に対して寛容であったことを挙げ、「アメリカに見せる裁判」と形容して、その偽善性を突いた。金は韓国で最近 起こったある米兵事件に言及する。道ゆく中学生に理由なく発砲し殺害した加害者が米軍
軍事裁判にかけられ、過失致死罪で重労働九ヶ月 を受け という。金はそれさえも実行されるかどうか分からないとして、こう続けた。「ジラードがどうした、韓国射殺犯がどうしたではなく、要はアメリカとの力関係でこの種の事件の解決はどうにでもなってしまう。事程左様に裁判に関わる政治性 つ つけられると、 “ナルホド”と納得させられてしまう。 」
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しかし…と言ってつぎのように危惧する。「…そうしたこちら側の惰性が怖いではない
か六〇
」
もうひとつ、地元紙上毛新聞の一一月二二日夕刊の囲み記事「ローカル線」の論評を紹介したい。論者は「ジ
ラード事件再発防止」の見出しで、判決が傷害致死の平均とされる懲役三年の量刑よりも軽かったことについて、日米安保条約を押し付けられた日本 は占領期がいまだ継続しているかのようだと嘆く。―懲役三年、執行猶予四年という判決は重いか軽いかと問うて、加害者がもしも自衛隊員だったらどんな判決を受けただろうか。傷害致死の平均刑は懲役三年だそうだが、薬キョウをばらまいて誘き寄せたうえ発砲、致死させたのだから平均刑より重いのが当たりまえだ。それが執行猶予四年と 平均刑より軽い判決を言い渡されたのであるから、これは大アマである―と。
さらに米軍の存在に対して、「外国の大軍が、日本に駐留しているかぎり、公平なるべき裁判さえ、日本国民のなつとくいきかねる判決を
下さねばならないのである」
と、早期撤退を訴えた。この論者の歯に衣着せぬ主張は判決について疑いをも 識者たちの一部が言い淀んでいたことをずばっと言い
当てた。
　「判決は初めからわかっていた ではないかと疑いたい。日本の裁判にかけるから罪は軽く、という黙約があ
ったとしたら日本人は名をえて身を失ったことになる」
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と、核心を突いて皮肉っ
た六一
。
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一七
　
A
P
, A
ug. 27, 1957.
一八
　
U
P
, A
ug. 26, 1957.
一九
　
同右。
二〇
　
同右。
二一
　
同右、
A
ug. 27, 29, 1957.
二二
　
A
P
, A
ug. 26, 1957, 『読売新聞』昭和三二年八月二六日、夕刊。
二三
　『上毛新聞』昭和三二年九月六日、夕刊。
二四
　
同右、九月二五日、朝刊。
二五
　
前掲「ジラード事件追考③」 、二〇頁。
二六
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 ―米兵を立件する―」 『マテシス・ウニウェルサリス』第一五巻第二号、二〇一四年三月三一日、
一一頁。
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原文は、 “
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二八
　『上毛新聞』昭和三二年九月二〇日、朝刊。
二九
　『読売新聞』昭和三二年九月二五日、朝刊。
三〇
　
同右。
三一
　『朝日新聞』昭和三二年一〇月 〇日、朝刊。
三二
　『読売新聞』昭和三二年九月二五日、夕刊 小野関はジラードが立ち位置で銃を深く抱え込んで八メートルほどの距離から撃
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ったと証言した。ジラード二五メートル。
三三
　『上毛新聞』昭和三二年一一月五日、夕刊。
三四
　『日本外交文書』 「在本邦駐留軍人刑事裁判事件関係
　
米国軍人関係
　
相馬ヶ原事件」第二巻、九七頁。
三五
　『読売新聞』昭和三二年九月二五日、夕刊。
三六
　『朝日新聞』昭和三二年一〇月五日、夕刊、小野関は二〇メートルぐらい逃げたところで撃たれる、と証言。さらに彼を撃ったときジラードは地面に尻をつけ、なかさんのときは銃を深く抱え込んだ立ち位置だったと。 『読売新聞』昭和三二年九月二五日、夕刊。
三七
　
前掲「在本邦駐留軍人」第二巻、 在米特命全県大使朝海浩一郎―外務大臣藤山噯一郎、 昭和三二年七月一二日、
A
ppendix A
中の、
“
D
iscussion in the C
rim
inal Jurisdiction Sub-com
m
ittee of the Joint C
om
m
ittee ” を参照のこと。
三八
　『上毛新聞』昭和三二年八月二七日、朝刊。
三九
　
同右、 『読売新聞』昭和三二年一〇月三日、夕刊 一〇月一九日、夕刊、 『朝日新聞』昭和三二年一〇月四日、夕刊。
四〇
　
複数資料を 毎日 一 〇日、夕刊 毎日新聞には判決の全文が掲載されたいる。
四一
　『毎日新聞』昭和三二年、余録に？ 上毛新聞』昭和三二年一一月二二日、夕刊。
四二
　『読売新聞』昭和三二年一一月五日、夕刊。
四三
　『同右』昭和三二年一一月一八日、朝刊 毎日 〇 朝 、 「余録」には傷害致死罪は二年以上の有期刑で執行猶予が可能なのは三年の懲役刑まで。
四四
　
一九五七年三月二〇日、仙台地裁で米兵第一号の死刑判決が言い渡され 被告人はオービス・Ｌ・Ｃ・ブーン二三才と佐々木茂子二〇才 あった。ブーンは第一騎兵師団第五騎兵連隊所属の二等兵で 前年四月、同僚との間で傷害事件を起こし帰国命令を受ける。ブーンはキャンプ 脱走し、夜 女茂子と知り合い、逃避行する 茂子の実家近くに掘っ立て小屋をたて生活するも金に困る。茂子が夜の町で米兵 おびき出しブーンが棍棒で殴打し現金をとる どの強盗傷害を二件、そして日 置き同じ手口で起こした三件目の犯行で相手の米兵を殺害する。これらの犯罪で得た金を使い果たすと今度は茂子の同僚、村木紀久子二五才の住まいを二人で襲い紀久子の首 ブーンは締め茂子もこれを幇助 て殺害 金品五二点を奪い、紀久子の死を確実ならしめるために引き返し戸を施錠し放火する。九月 日 こと。五日後二人は逮捕され仙台地検に身柄は送られる。
　　　
日米間では裁判権について日米合同委員会の裁判権分科会がもたれ次のように合意する。裁判審理は米日 順で行い、刑 執行は日米の順序でや 。米軍事裁判では米兵に対する三件の事件を、 本の裁判は日本人被害者の村木紀久 事件のみ審理
二七
「ジラード事件」追考④
する。
　　　
さて、ブーンは一九五六年一二月に軍事裁判で終身刑となる。日本の公判で被告両名は紀久子への殺意を否定。しかし検事側の追求でそれは崩され「人のなし得る最大の犯罪」と検事に言わしめた。そしてこの五回目の公判で検事は「両被告とも前非を悔いており 、米軍事裁判で終身刑を受けているからこのつり合上無期懲役を求刑する」とした。死刑の求刑を誰もが予期していたのであったが。弁護士は大い 慌てた。米兵への三件は強盗傷害と強盗傷害致死罪が適用されたが、紀久子殺害は計画的殺人がほぼ立証されていた。検察の論告に対し は「米軍 追随」との非難に晒される。
　
　　　
そして三月二〇日の判決。傍聴席は満員。 長、山田瑞夫は残虐無道 して二人に対して求刑より重い死刑を言い渡したである。茂子は上告せずブーン 上告の末無期懲役となる。ブーン 死刑を宣告された米兵第一号であり、茂子は戦後死刑となった日本人女囚第二号。詳しくは、 『サンデー毎日』一九五七年四月七日号、三二―三三頁、 『週刊サンケイ』一九五七年四月七日号、八四―八五頁、 『週刊朝日』一九五七年四月七日号、
　
二二―二三頁。
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五四
　『朝日新聞』昭和三二年一一月一九日、夕刊。
五五
　
同右、昭和三二年一一月二〇日、朝刊。
五六
　
同右。 マテシス・ウニウェルサリス
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五七
　『朝日新聞』昭和三二年一一月二〇日、朝刊。
五八
　
同右、 『毎日新聞』昭和三二年一一月二〇日、朝刊、 『読売新聞』昭和三二年一一月二〇日、朝刊。各紙の社説や囲み記事を参照のこと。
五九
　『毎日新聞』昭和三二年一一月 〇日、朝刊、 『 日新聞』昭和三二年一一月二八日、朝刊。
六〇
　『アカハタ』昭和三二年一一月二二日。
六一
　『上毛新聞』昭和三二年一一月二二日、夕刊。
二九
「ジラード事件」追考④
Girard is now tried in Maebashi Municipal Court. Of witnesses, Victor 
Nickel was attracted a great deal of attention since he was at the scene 
when Girard shot Sakai Naka. This paper clarifies what eventually 
occurred on Naka’s death. Also it intends to show how Japanese respond 
to the judgment delivered on William S. Girard, whose crime was 
determined to be lessen by the secret promise concluded between Japan 
and the US.   
Reinterpretation of‘Girard Incident’，part 7
YAMAMOTO Hidemasa
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